




1.序 

われわれは遺伝病のDNA 診断に必要な遺伝子クローンを単離するための一般的方法を確立

することを意図した。 

多くのヒト遺伝病においては特定の遺伝子または遺伝子群の欠損あるいは異常が要因とし

て考えられているが,それらの遺伝子を同定,単離することは多くの場合,極めて困難であ

る。従来はその遺伝子産物のアミノ酸配列に基づいて合成されたオリゴヌクレオチド・プ

ローブ,あるいはその蛋白に特異的な抗体を利用して,目的の遺伝子の cDNA クローンを分

離する方法が採られている。しかし当該遺伝子産物のアミノ酸配列が未知の場合や,特異抗

体が得られていない場合には,このような方法は適用できない。 

ある種の遺伝病細胞は正常細胞と区別できるような表現型,たとえば薬剤や放射線に対す

る感受性の増加を示すことが知られている。このような場合は,その感受性を正常型に復帰

きせる正常遺伝子の活性を DNA トランスフェクションによって検出し,転換細胞を選択す

ることが原理的に可能である。本研究では,このような系において,目的の遺伝子移入を高

感度でモニターし,その後の遺伝子クローニングを容易にきせるシステムの開発に成功し

た。 


